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午前１０時０２分 開 会

おはようございます。○議長（吉田清孝君）

これより、平成２４年９月定例会を開会いたします。

諸般の報告は朗読を省略いたします。

ただちに本日の会議を開きます。本日の議事は、議事日程第１○議長（吉田清孝君）

号をもって進めます。

日程第１ 会期の決定

日程第１、会期の決定を議題といたします。○議長（吉田清孝君）

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から２６日までの２１日間といたした

いと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」と言う者あり）「

ご異議なしと認めます。よって、会期は２１日間と決定いたし○議長（吉田清孝君）

ました。

日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２、会議録署名議員の指名を行います。○議長（吉田清孝君）

１７番戸部幸晴君、１９番笹川圭光君を指名いたします。

日程第３ 議案第７１号及び第７２号を一括上程

日程第３、議案第７１号及び第７２号を一括して議題といたし○議長（吉田清孝君）

ます。

決算特別委員会に付託されておりました議案第７１号平成２３年度男鹿みなと市民

病院事業会計決算の認定について及び議案第７２号平成２３年度男鹿市上水道及びガ

ス事業会計決算の認定についての審査の経過並びに結果について決算特別委員長の報

告を求めます。４番船橋金弘君

【４番 船橋金弘君 登壇】

おはようございます。○４番（船橋金弘君）
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決算特別委員会に付託されました議案第７１号平成２３年度男鹿みなと市民病院事

業会計決算の認定について及び議案第７２号平成２３年度男鹿市上水道及びガス事業

会計決算の認定について、審査の経過並びに結果についてご報告申し上げます。

本委員会は、先月８月９日開会し、正副委員長を互選の後、その審査をいたしたの

であります。

当局から、各決算に係る補足説明を求め、さらに代表監査委員より、決算審査にお

ける総括意見があったのであります。

最初に、議案第７１号平成２３年度男鹿みなと市民病院事業会計決算の認定に係る

事業概況及び質疑のあった主な点について申し上げますと、まず、事業概況として、

病院当局より、診療科目については、内科・精神科等１３科を標榜し、常勤医師及び

、 、 、非常勤医師により 市民の医療確保に努めているものであり 医師の充足については

当該年度は、実質常勤医は１２名体制となっている。

また、患者の利用状況として、入院では、延べ患者数が４万６千５１４人、一日平

． 、 ． 、 、均１２７ １人 病床利用率は７１ ８％となっており 前年度と比較して５３１人

１．１％の減、外来では、延べ患者数が８万６千３４人、前年度と比較し５２０人、

０．６％の増となったものである。

次に、財政面では、総収益２３億９千４４９万４千７７１円で、前年度より１億５

千７４万８千３８円、６．７％の増となっており、内訳として、入院収益では１２億

９千６２４万５千６０３円、外来収益では６億５千２２万９千３１９円、医業外収益

は２億９２０万８１７円で、このほか特別利益として、経営健全化計画に基づく不良

債務解消のため、一般会計から補助金８千２００万円と当年度から始まった公立病院

特例債の元金償還分５千７３０万４千円、合わせて１億３千９３０万４千円を繰り入

れている。

一方、総費用では２４億９千６４６万６千６９２円、前年度より１億１千１０６万

１千４４７円、４．７％の増となっており、内訳として、医業費用は２３億７千９４

、 、 、万３千８２５円 医業外費用１億２千５５２万２千８６７円となっており この結果

単年度では１億１９７万１千９２１円の純損失となったものである。

次に、経営状況について、入院・外来収益で前年度より７千９８０万８千９２円、

４．３％の増、また、総費用も１億１千１０６万１千４４７円、４．７％増となり、
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結果、単年度収支では前年度より３千９６８万６千５９１円の増益となり、不良債務

については１億９千４２７万７０７円で、経営健全化計画より４千９０３万６千２９

３円の減となっている。また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、

算定される平成２３年度決算における資金不足比率は９．４％となっているとの概況

説明があったのであります。

次に、質疑のあった主な点を申し上げますと、第１点として、消費税が引き上げら

れた場合における経営健全化計画の見通しとあわせ、病院経営への影響について質疑

があり、当局から、病院事業会計では、消費税は損税として患者に転嫁できず、病院

で負担しており、その額は年間４千万円ほどになっているが、将来、税率が８％ない

し１０％に引き上げされた場合、負担がふえるものと考えており、この問題について

は全国自治体病院協議会等においても国などへ働きかけをしており、今後の診療報酬

等で確実な手当がなされなければ経営健全化計画の達成にも影響が生じるものと考え

ているとの答弁があったのであります。

さらに市長から、病院経営と市全体の財政との関係から、男鹿市だけでできる問題

でなく、同じ問題を抱える自治体と歩調を合わせ、国などへ働きかけをしてまいりた

いとの答弁があったのであります。

第２点として、未収金が多額であるが、国保税の滞納及び資格証明書との連動によ

るものか。また、未収金の内容及び処理方法について質疑があり、当局から、未収金

の内容については 主に２月・３月分の入院・外来の診療報酬 室料差額収益 入院・、 、 、

外来の個人負担分、補助金などであり、国保税との連動はないものである。

また、個人の医療費の未収金で、時効期間が経過し、所在不明等により時効の援用

が得られないものについては、今年度中に処理方針を決定することにしており、債権

の管理条例の制定、議会の議決による不納欠損処理、または簿外管理などを検討して

いるとの答弁があったのであります。

第３点として、経営健全化計画が大幅に改善されない主な要因とあわせ、今後の見

通しについて質疑があり、市長から、病院経営については、みなと市民病院の医療体

制を維持することを前提に、まず、良質な医療を提供し、一方で現在の医師や看護師

に過度の負担をかけないなかで、医師、看護師を確保しながら経営の改善を進めてい

くことを目指している。
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また、当局から、平成２７年度末で不良債務を解消するという計画で進めており、

現状では本決算で１億９千４００万円ほどの不良債務があり、今年度から平成２７年

度までの４年間、単年度資金収支において、毎年度約５千万円以上のプラスを目指し

て取り組んでいる。収益の増収と費用の節減を図らなければ不良債務を解消すること

はできないが、眼科及び整形外科での手術件数、泌尿器科での人工透析患者数が順調

、 、に推移していることと 今年度から材料費の節減に重点的に取り組んでいることから

計画の達成は可能であると考えており、なお一層の努力をしてまいりたいとの答弁が

あったのであります。

第４点として、みなと市民病院における平成２３年度の救急患者数について質疑が

あり、当局から、平成２３年度の救急患者数は救急車による搬送で７０６件、自分で

来院した患者が４千８８８件、全体で５千５９４件となっており、平成２２年度と比

較して１００件ほどふえているとの答弁があったのであります。

第５点として、材料費の削減でジェネリック医薬品に対するこれまでの取り組みと

今後の見通しについて質疑があり、当局から、材料費の削減については、ジェネリッ

ク医薬品の切りかえによるものではなく、病院の購入単価を引き下げるための取り組

みを行っているものであり、ジェネリック医薬品については、病院の薬事委員会の中

で切りかえを推進していくということで意見統一がなされている。病院の採用医薬品

のうち、後発医薬品の品目数の割合は約８．３％になっており、今後も医師の協力を

得ながら、積極的に取り組んでまいりたいとの答弁があったのであります。

第６点として、湊監査委員に対し、病院の経営実態に対し、監査委員の立場から現

場についてどう感じているのか。また、物品・材料等の棚卸し時点で立ち会いをして

いるのかについての質疑があり、湊監査委員から、年１回、薬品・材料費の棚卸し検

査を一日かけて実施しており、薬品等の在庫数量や期限切れ等について検査を行って

いる。なお、棚卸しについては、適切に執行されていると感じている。

また、例月監査時においても、問題点などを聞いて、改善すべき点とか不良債務等

についても、その場で解決していくように意見を述べ、指導しているとの答弁があっ

たのであります。

、 、 、第７点として 病院の差額ベッド料金とあわせ その利用実態について質疑があり

、 、当局から みなと市民病院では室料差額として特別室で５千２５０円と３千１５０円
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二人部屋で１千５０円となっている。特別室の利用状況は、若千であるが増加してお

り、また、他病院と比較しても安い料金となっているが、稼働率を上げるために料金

を引き下げた経緯があり、今後も現状を維持してまいりたいとの答弁があったのであ

ります。

第８点として、内科及び整形外科の減収の要因とあわせ、見込み患者に対する今後

の取り組み方について質疑があり、当局から、内科では入院患者数が減少したことに

より、入院収益で６千３５２万３千円の減収となっているが、消化器内科の医師が研

修に行っていることと、１１月に自治医科大卒業の義務年限内の内科医師が配置され

るまで医師が１名減であったことが大きな要因と考えている。

整形外科では、外来収益で４５万４千円の増収であるが、入院収益で２千２２３万

４千円の減収となっており、手術件数が足りなかったことが減収につながったものと

考えている。

また、他の病院へ通院している患者さんから、みなと市民病院に来ていただく取り

組み方として、今年度に整形外科に医師が赴任したことによって新患の患者がふえて

いる状況から、院長と協議しながら、今後も医師の方々から市民の信頼を得てもらう

よう努めてまいりたいとの答弁があったのであります。

以上の審査経過により、議案第７１号平成２３年度男鹿みなと市民病院事業会計決

算の認定については、原案のとおり認定すべきものと決した次第であります。

次に、議案第７２号平成２３年度男鹿市上水道及びガス事業会計決算の認定に係る

事業概況及び質疑のあった主な点について申し上げます。

、 、 、 ．まず 上水道事業の概況として 給水戸数では１万２千６０１戸で 普及率は９５

、 、 、 、８％ 年間有収給水量では 前年度対比で６万７千９３９立方メートル減少し また

有収率は１．１ポイント減の８１．５％となったものである。

次に、建設改良では国庫補助事業として、脇本、北浦、船越、船川地区の老朽管の

更新及び公共下水道事業等に伴う配水管布設替工事により、老朽管５千２９９メート

ルを更新している。

また、財政状況においては、収益的収支で前年度と比較し、収入では１千１４３万

５千２２０円の減額で６億１千８１１万６千４６７円、支出では８４２万３千１５７

円の増額で５億８千８４９万２千３３２円となり、この結果、単年度収支で２千９６
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２万４千１３５円の純利益となったもので、前年度と比較し、収入で減額となった主

な要因は、給水収益の減額、一方、支出で増額となった主な要因は、減価償却費と動

力費の増額によるものであるとの概況説明があったものであります。

次に、ガス事業の概況として、まず、供給戸数では１万９００戸で、前年度対比で

１５８戸減少し、普及率は７８．４％となったもので、また、年間販売量は、前年度

対比で１５万１千８６１立方メートル減少したものである。

また、保安対策として、３年に１回の法定による需要家の消費機器調査について４

千１５８戸を実施している。

次に、建設改良事業では、船川港船川地内、脇本樽沢地内及び公共下水道事業等に

伴うガス管の布設替を施行し、導管の更新を図っており、需要開発としては、船越那

場掛、福川、大潟村中央地内に新たにガス管を布設し、需要の拡大を図っている。

次に、財政状況では、収益的収支において、前年度と比較し、収入では４９４万４

千２２３円の減額で５億８千１７１万３１５円、支出では２８５万６千４４７円の増

額で５億６千９３万８千１０１円となり、この結果、単年度収支で２千７７万２千２

１４円の純利益となったもので、前年度と比較し、収入で減額となった主な要因は、

ガス売り上げの減額によるもので、支出で増額となった主な要因は、原材料費及び固

定資産除却費の増額によるものであるとの説明があったのであります。

次に、質疑のあった主な点について申し上げます。

第１点として、未収金の徴収体制や今年度において未収金が多くなった要因と今後

の対策とあわせ、過去における未収金額について質疑があり、当局から、平成２０年

度から供給停止業務を委託したことにより、ある程度の成果は得ているが、滞納者数

及び滞納額が増加傾向にあることから、夜間の電話による督促などを実施している。

、 、 、 。さらに 平成２４年度には 職員１人を増員し 供給停止と収納の強化に努めている

また、平成２４年度７月末現在の平成１９年度から２３年度まで５年間の未収金額

は、水道・ガス合わせて６１６万８千９２２円となっているとの答弁があったのであ

ります。

さらに、不納欠損を行うに当たっての手続上の考え方について質疑があり、当局か

ら、司法の判断で地方自治法適用の料金と民法適用の料金での時効期間の違いがある

が 公営企業として会計処理を統一し 地方自治法適用の５年で不納欠損の処理を行っ、 、
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ているとの答弁があったのであります。

第２点として、給水及び供給戸数が前年度と比較して減少した主な要因について質

疑があり、当局から、水道事業では、他市への転出など人口減少によるものであり、

ガス事業では、既設住宅のオール電化への切りかえ１４戸のほか、新築住宅２９戸の

うち１６戸がオール電化等他エネルギーを選択したものと考えられるとの答弁があっ

たのであります。

第３点として、建設改良工事における国庫補助事業として老朽管の更新事業を実施

しているが、今後も継続的に実施するのかとあわせ、国庫補助事業の補助率について

質疑があり、当局から、建設改良の主なものは、石綿管の更新事業であり、平成２３

年度で終了しているが、老朽管更新事業では、石綿管以外のビニール管や鋳鉄管の老

朽管の更新を今後１０年間で実施する予定である。

また、国庫補助事業の補助率では、石綿管更新事業は４分の１、老朽管更新事業は

３分の１であるとの答弁があったのであります。

第４点として、水道・ガス工事における舗装路盤が数年後に沈下している箇所が見

られるが、その対応方について質疑があり、当局から、水道・ガス工事の掘削幅が狭

いことから、大型機械による転圧ができないところが多いが、舗装路盤の施工基準は

クリアしている。

なお、数年から１０年ぐらい経過して沈下が見られる箇所については、今後もその

都度復旧してまいりたいとの答弁があったのであります。

第５点として、大災害等が発生した場合のライフラインにおける本市の対応につい

て質疑があり、当局から、水道・ガス管に関しては、現在耐震性のある管に布設替を

進めている。また、根木浄水場の改修を平成２６年度までに完成する予定で現在工事

を進めているとの答弁があったのであります。

第６点として、企業局と下水道課が統合された場合のメリット・デメリットについ

て質疑があり、当局から、平成２６年度からの企業局と下水道課との統合に向け現在

協議を行っているが、メリットとしては職員のスケールメリット等が考えられる。デ

メリットとしては、下水道事業は独立採算性にはなり得ないものであり、市からの補

てんがなければ絶対にできない事業と考えているとの答弁があったのであります。

第７点として、上水道及びガス事業剰余金処分決算書（案）に示されている未処分
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利益剰余金の使途について質疑があり、当局から、上水道事業では平成２６年度に八

郎湖の取水塔施設の撤去に要する費用５千万円と、２６年度に根木浄水場旧施設の除

却費が４千４００万円ほど要することから、その一部に充当するものであり、また、

ガス事業では原料の高騰などにより、赤字になった場合の補てんのために積み立てて

いるとの答弁があったのであります。

第８点として、決算審査意見書のむすびで、組織の見直しなどについて監査委員よ

り報告されているが、将来、民間委託が考えられないか、市長の考え方について質疑

があり、市長から、事業報告書の概況でも供給戸数が年々減少し、上水道・ガス事業

を効率的に運営するためには、いろいろな選択肢がある。今の経営状態で経営健全化

に向けて、経費削減に努め、将来の動向を見ながら考えてまいりたいとの答弁があっ

たのであります。

以上の審査経過により、議案第７２号については、原案のとおり認定すべきものと

決した次第であります。

以上、報告を終わります。

これより委員長に対する質疑を許します。質疑ありませんか。○議長（吉田清孝君）

（ なし」と言う者あり）「

質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。○議長（吉田清孝君）

これより討論に入ります。討論は通告がありませんので終結いたします。

これより議案第７１号及び第７２号を一括して採決いたします。本２件に対する委

員長の報告は認定であります。本２件は、委員長の報告のとおり認定することにご異

議ありませんか。

（ 異議なし」と言う者あり）「

ご異議なしと認めます。よって、議案第７１号及び第７２号は○議長（吉田清孝君）

原案のとおり認定されました。

日程第４ 議案第７５号から第８１号までを一括上程

日程第４、議案第７５号から第８１号までを一括して議題とい○議長（吉田清孝君）

たします。

職員に議案を朗読させます。
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【職員朗読】

議案第７５号 平成２３年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

議案第７６号 男鹿市防災会議条例及び男鹿市災害対策本部条例の一部を改正する

条例について

議案第７７号 男鹿市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正す

る条例について

議案第７８号 男鹿市保育園条例の一部を改正する条例について

議案第７９号 男鹿市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第８０号 平成２４年度男鹿市一般会計補正予算（第４号）について

議案第８１号 平成２４年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

提案理由の説明を求めます。渡部市長○議長（吉田清孝君）

【市長 渡部幸男君 登壇】

おはようございます。○市長（渡部幸男君）

本日、平成２４年９月定例会を招集し、諸議案のご審議をお願いするものでありま

すが、提出議案の説明に先立ちまして、市政に係る諸般の報告を申し上げます。

まず、市税の賦課誤りについてであります。

平成２４年度市県民税申告の際、１人の方に本人のものでない所得が計上されてい

たことが８月６日に判明いたしました。これにより、平成２４年度市県民税及び国民

健康保険税を過大に賦課していたものであります。この方には、改めて正しい所得に

基づいた税額を通知し、納税をお願いいたしたところであります。

市民並びに議会の皆様に、深くお詫び申し上げます。

次に、第１０回海フェスタ実行委員会の設立についてであります。

８月２２日に男鹿市民文化会館において、設立総会及び第１回総会を開催いたしま

した。

名称を「海フェスタおが～海の祭典２０１３ in 秋田 、開催期間を平成２５年７」

月１３日から７月２８日までの１６日間と決定しております。
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次に、ジオパーク学習センターについてであります。

本学習センターは、若美庁舎２階に８月１日オープンし、８月３１日現在の入館者

数は５８７人となっております。

次に、光通信綱整備についてであります。

８月１日にＮＴＴ整備部分の男鹿中地区がサービス提供を開始し、市内全域での利

用が可能となりました。

次に、主なスポーツ大会の開催についてであります。

６月３０日に男鹿駅伝競走大会が、８月５日に第２６回日本海メロンマラソンが、

８月１７日から１９日の３日間に国民体育大会東北ブロック大会兼第３９回東北総合

体育大会「卓球競技」が開催されました。いずれも成功裏に終えることができ、ご協

力を賜りました多くの方々にお礼を申し上げます。

今後のスポーツ大会の予定としては、社会人ラグビーのトップイーストリーグ「デ

」 、 、ィビジョン１ に参戦する秋田ノーザンブレッツの試合が １０月１３日にはクボタ

１１月４日にはヤクルトを迎えて、男鹿総合運動公園陸上競技場で行われます。

また、プロバスケットボールｂｊリーグの秋田ノーザンハピネッツのホームゲーム

が１２月８日・９日の２日間にわたり、横浜ビー・コルセアーズを迎えて当市で開催

されます。

また、プロバレーボールＶ・プレミアリーグ男子「秋田大会」が、平成２５年３月

１６日に当市で開催されることとなっており、豊田合成対ＪＴ、パナソニック対東レ

の２試合が予定されております。

次に、市内小中学校のスポーツ大会についてであります。

、 、全県中学校総合体育大会において 柔道個人で男鹿東中学校の３年男子が準優勝し

東北大会に出場しております。

男鹿南中学校は、ラグビーで優勝し、北海道・東北中学校ラグビーフットボール大

会に出場いたします。

また、第１６回秋田県女子相撲選手権大会で、野石小学校の４年生と５年生が個人

優勝し、全国大会に出場いたします。

次に、風力発電所建設計画の進捗状況についてであります。

若美漁港から五里合中石に至る地域で計画されている風力発電所建設は、８月３０
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日に「男鹿風力発電株式会社」が設立され、２千４００キロワット級の風車１２基か

らなる全体工事計画が経済産業大臣あてに提出されております。平成２６年１２月に

稼働の予定と伺っております。

次に、ごみの減量化についてであります。

ごみの減量化と資源の有効利用を推進するため、９月１日から本庁舎、若美総合支

所、各出張所に回収ボックスを設置して、家庭から排出される古着の回収を開始して

おります。これにより、１カ月当たり２０トンのごみの減量を目標としております。

次に、観光の状況についてであります。

本年６月・７月における宿泊客数は、６月が１万６千５７３人、７月が１万７千３

２８人で、震災前の平成２２年と比較して、６月が４千９０５人の減、７月が４千９

７８人の減となっております。

次に、農業の状況についてであります。

水稲は、東北農政局秋田地域センターが発表した、８月１５日現在の県中央の作柄

概況は 「やや良」となっております。、

、 、 。メロンは 販売数量が計画を下回るとともに 販売単価も昨年を下回っております

和梨の出荷は、９月上旬から１０月下旬の約２カ月間を予定しておりますが、５月

上旬の降雨により、受粉作業を適期に実施できなかったことから、販売数量は計画を

下回る見込みであります。

輪菊は、４月の暴風被害により販売数量は計画を下回っており、販売単価も安値で

推移しております。

葉たばこは、一時生育のおくれがあったものの、梅雨明け以降好天に恵まれたこと

から、収量・品質ともに平年並みを見込んでおります。

、 、 。転作大豆は お盆以降猛暑が続き 一部で収量・品質への影響を懸念しております

次に、漁業の状況についてであります。

秋田県漁業協同組合によりますと、男鹿管内では、本年１月から７月までの漁獲量

は２千８５６トン、漁獲金額は１０億６千６４６万円で、昨年同期と比較し、漁獲量

で７パーセントの増、漁獲金額で１２パーセントの増となっております。

、 、 、なお 北浦総括支所管内の大型定置網については ９カ統が４月の暴風被害を受け

５月以降は７カ統でかえ網により操業しておりますが、４月から７月までを前年同期
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と比較すると、漁獲量で３６パーセントの減、漁獲金額で４４パーセントの減となっ

ております。

次に、主な事業の進捗状況についてであります。

なまはげ館整備事業につきましては、なまはげ館改修建築関連の工事が３件、里暮

らし体験塾新築関連の工事が３件、合わせて６件の工事を発注済みであり、完成は里

暮らし体験塾が１２月１０日、なまはげ館が平成２５年３月２５日の予定となってお

ります。

男鹿総合運動公園多目的広場改修工事につきましては、８月３１日現在の進捗状況

は、造成工事が５０パーセント、人工芝工事が５パーセントで、完成は平成２５年３

月１５日の予定となっております。

脇本漁港の防波堤工事につきましては、８月８日に発注済みであり、完成は１２月

２０日の予定となっております。

国道・県道関係の主な事業につきましては、国道１０１号の滝川橋の改修工事は、

稲刈り終了後に着工予定と伺っております。

県道男鹿琴丘線百川バイパスにつきましては、寒風山入口交差点から旧脇本第二小

学校付近へのアクセス道までの１千３００メートルの舗装工事が完成し、８月３日に

供用開始しております。

また、改良工事につきましては、樽沢地区の約８００メートルを発注済みであると

伺っております。

市道関連につきましては、なまはげライン交差点改良工事は、８月１０日に完成し

ております。

松木沢潟端線防雪柵設置工事第１工区・第２工区、申川鵜木線道路改良工事及びな

まはげライン道路舗装修繕工事につきましては、発注済みであります。

滝川河川改修事業につきましては、平成２４年度単年分の工事は発注済みであり、

平成２４年度新規継続分の工事は、関係機関との協議が整い次第、発注する予定とし

ております。

下水道事業の工事につきましては、公共下水道工事のうち、汚水は増川、船越及び

脇本地区で３件、雨水は船越第５排水区で１件、特定環境保全公共下水道工事は福米

沢地区で３件、門前地区漁業集落排水施設工事は５件を、それぞれ発注済みでありま
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す。

男鹿東中学校関係の工事につきましては、８月３１日現在の進捗状況は、屋内運動

場建築工事が１５パーセント、校舎棟の大規模改造工事が７６パーセント、耐震補強

工事が７２パーセントとなっており、完成は、校舎棟の大規模改造工事と耐震補強工

事が１０月３１日、屋内運動場建築工事が平成２５年１月３１日の予定となっており

ます。

払戸小学校関係の工事につきましては、７月３０日に発注済みであり、完成は１２

月１０日の予定となっております。

また、建築物耐震診断等判定委員会による小学校施設の耐震診断結果についてであ

りますが、船川第一小学校と五里合小学校の校舎棟は、補強等の対策が必要であると

の報告を受けており、今後、その対応について、関係者及び議会と協議を進めてまい

りたいと存じます。

次に、男鹿みなと市民病院の経営状況についてであります。

経営健全化計画では、平成２４年度での黒字化を目指しておりましたが、約６千６

００万円の純損失の見込みであります。

今後の見通しにつきましては、消費税率引き上げの影響など、一部不確定要因があ

るものの、現在、出身大学で研修中の内科医１名が来年４月に復帰することから、医

師の充足による医業収益向上などにより、平成２６年度には黒字に転換できるよう努

力してまいります。

以上で諸般の報告を終わり、次に、提案理由のご説明を申し上げます。

まず、議案第７５号平成２３年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認

定についてであります。

本議案は、平成２３年度男鹿市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認定を求め

るものであります。

はじめに、平成２３年度一般会計の決算額は、歳入１７９億９千５３０万８千８４

０円、歳出１７５億２９万８千５５８円、歳入歳出差引残額４億９千５０１万２８２

円となっております。

このうち、継続費及び繰越明許費の財源として１億６千８７６万６７７円を繰り越

、 。しいたしましたので 実質収支額は３億２千６２４万９千６０５円となっております
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この剰余金のうち、１億７千万円を財政調整基金に積み立てし、残額の１億５千６

２４万９千６０５円を平成２４年度一般会計に繰り越ししております。

次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき算定される、現段階での

健全化判断比率及び資金不足比率についてであります。

まず、平成２３年度決算における、一般会計等の実質赤字比率及び公営企業会計並

びに特別会計を連結した連結実質赤字比率につきましては、ともに赤字額が発生して

いないことから、同比率は生じない状況となっております。

実質公債費比率につきましては、前年度と比較し０．１ポイント増の１４．２パー

セントとなっております。

また、将来負担比率は、前年度と比較し１．０ポイント増の１３６．２パーセント

となっており、いずれも早期健全化計画の策定基準である早期健全化基準を下回って

おります。

次に、下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計及び漁業集落排水事業特別

会計が対象となる資金不足比率につきましては、いずれも資金不足が発生していない

ため、同比率は生じない状況となっております。

、 、 、次に 平成２３年度の主な施策・事業についてでありますが 市単独運行バス事業

公営住宅建設事業、単独市営住宅建設事業、社会資本整備総合交付金事業、住宅リフ

ォーム助成事業、光通信綱整備事業、船川港築港１００周年記念事業、緊急雇用創出

臨時対策基金事業、ふるさと雇用再生臨時対策基金事業、防災用備品等整備事業、観

光誘客宣伝事業、ジオパーク構想推進事業などを実施しております。

以上、一般会計の決算概要について申し上げましたが、これら各般にわたる施策・

事業を推進することができましたことは、議会をはじめ市民各位のご理解とご協力の

賜物であり、深く感謝を申し上げます。

次に、各特別会計の決算額について申し上げます。

国民健康保険特別会計では、歳入４７億５千７０７万４５３円、歳出４６億８千４

、 。１２万８千６２５円 歳入歳出差引残額７千２９４万１千８２８円となっております

この剰余金のうち、１千１００万円を国民健康保険財政調整基金に積み立てし、残

額の６千１９４万１千８２８円を、平成２４年度国民健康保険特別会計へ繰り越しし

ております。
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診療所特別会計では、歳入２千６９７万４千１４１円、歳出２千４４１万４千６７

３円、歳入歳出差引残額２５５万９千４６８円となっております。

介護保険特別会計の保険事業勘定では、歳入４２億３千３５８万７千７５円、歳出

４１億４千８９０万１千５８４円、歳入歳出差引残額８千４６８万５千４９１円と

なっております。

このうち、繰越明許費の財源として５３２万７千円を繰り越しいたしましたので、

実質収支額は７千９３５万８千４９１円となっております。

この剰余金のうち、４千万円を介護保険財政調整基金に積み立てし、残額の３千９

３５万８千４９１円を、平成２４年度介護保険特別会計の保険事業勘定へ繰り越しし

ております。

介護保険特別会計の介護サービス事業勘定では、歳入歳出同額の１千６１５万７千

７９１円となっております。

後期高齢者医療特別会計では、歳入３億２千２６７万１千５５６円、歳出３億２千

１７４万３千５７９円、歳入歳出差引残額９２万７千９７７円となっております。

下水道事業特別会計では、歳入２０億１千９５８万２千５７９円、歳出２０億７１

２万７千３３０円、歳入歳出差引残額１千２４５万５千２４９円となっております。

このうち、繰越明許費の財源として１５１万３千７５０円を繰り越しいたしました

ので、実質収支額は１千９４万１千４９９円となっております。

農業集落排水事業特別会計では、歳入７千７９０万５千２６円、歳出７千６６４万

２千７３５円、歳入歳出差引残額１２６万２千２９１円となっております。

漁業集落排水事業特別会計では、歳入２億６千８７６万４千９７４円、歳出２億６

、 。千６４１万８千１６０円 歳入歳出差引残額２３４万６千８１４円となっております

次に、議案第７６号男鹿市防災会議条例及び男鹿市災害対策本部条例の一部を改正

する条例についてであります。

本議案は、災害対策基本法の一部改正に伴い、本市防災会議の所掌事務並びに委員

の範囲及び定数並びに専門委員の範囲を改めるとともに条文を整理するため、関係条

例の一部を改正するものであります。

次に、議案第７７号男鹿市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改

正する条例についてであります。
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本議案は、保育園の運営に指定管理者制度を導入することに伴い、公益的法人等へ

派遣される職員について、市から直接支給できる給与等の範囲を拡大するため、本条

例の一部を改正するものであります。

次に、議案第７８号男鹿市保育園条例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、保育園の運営に指定管理者制度を導入することに伴い、所要の規定を整

備するため、本条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第７９号男鹿市手数料条例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、知事の権限に属する事務の一部について移譲を受けることに伴い、申請

に対する審査等に要する手数料の額を定めるため、本条例の一部を改正するものであ

ります。

次に、議案第８０号平成２４年度男鹿市一般会計補正予算（第４号）についてであ

ります。

本補正予算は、道路補修工事費、災害復旧事業費、共聴施設整備工事費、防災行政

無線子局移設工事費のほか、社会福祉法人設立出資金、社会福祉法人運営費補助金、

緊急雇用創出臨時対策基金事業費などを措置したもので、歳入歳出それぞれ１億２千

４２０万円を追加し、補正後の予算総額を１７９億４千万円とするものであります。

次に、議案第８１号平成２４年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。

本補正予算は、保険事業勘定において、平成２３年度介護保険特別会計決算の精算

による調整を図ったもので、歳入歳出それぞれ４千４６５万６千円を追加し、補正後

の予算総額を４１億３千７７０万３千円とするものであります。

以上、提出議案の概要についてご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご可決、ご認定賜りますようお願い申し上げます。

以上で、本日の議事は終了いたしました。○議長（吉田清孝君）

休会の件

お諮りいたします。明日７日は議事の都合により休会いたした○議長（吉田清孝君）

いと思います。これにご異議ありませんか。



- 31 -

（ 異議なし」と言う者あり）「

ご異議なしと認めます。よって明日７日は議事の都合により休○議長（吉田清孝君）

会とし、９月１０日午前１０時より本会議を再開し、市政に対する一般質問を行うこ

とにいたします。

本日は、これにて散会いたします。

午前１１時０４分 散 会
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